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１.第１回都市計画審議会の振り返り 1 

・日時：令和7年8月21日（木）13：30～14：40 
・場所：丸亀市役所３階 ３０３・３０４会議室 
・参加者： 

所属 氏名 

1  丸亀商工会議所                     高濱 和則   
2  香川県建築士会                     池田 幸代   
3  丸亀市PTA連絡協議会                香川 真実   
4  香川県宅地建物取引業協会           豊島 義則   
5  国土交通省四国地方整備局 香川河川国道事務所長   多田 貴幸   
6  公募委員                           中北 玲子   
7  公募委員                           三谷 洋勝   
8  市議会議員                         蒲生 裕久   

9  市議会議員                         大岡 弘美   

10  市議会議員                         角野 仁美   

11  市議会議員                         大倉 流星   

12  市議会議員                         谷本 和也   

・事務局： 

所属 役職 氏名 
16 都市計画課 都市整備部部長 伊藤 秀俊 

17 都市計画課 課長 塊場 具視 

18 都市計画課 まちなか再生推進室  室長 勝田 兼史 

19 都市計画課 計画担当 担当長 大関 慎士 

20 都市計画課 計画担当 主査 森 悠司 

・議題：丸亀市都市計画マスタープラン（立地適正化計画）改定について 



２-１.現行計画の検証（各課ヒアリング） 2 

調査期間 令和7年7月31日（木）～8月21日（木）（3週間） 

調査対象 
市長公室（危機管理課）        都市整備部（都市計画課、建設課、建築住宅課、下水道課） 

産業生活部（産業観光課、生活環境課） 教育委員会教育部（文化財保存活用課） 

調査概要 

 現行計画に記載される方針・方策等について、取組状況を確認するため、関係各課宛てにヒアリングシートを用いた
調査を実施し、定量的・定性的な効果や未実施の理由等について整理 

結果概要は次ページに掲載  
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結果概要 全ての調査結果は別添資料を参照 

主な取り組み実績 未実施 

実施率 

57％ 

都市機能誘導施設の立地のために
講ずべき施策 

まちなかウォーカブル推進事業 空き店舗・空きオフィス等活用促進補助事業 

実施率 

100％ 

居住を誘導するために講ずべき施
策 

立地適正化計画に基づく届け出制度の運用 - 

実施率 

100％ 
交通ネットワークの構築 丸亀市地域公共交通計画 - 

実施率 

50％ 

都市機能・居住誘導に向けた施策
の展開 

丸亀駅福島線の整備 
賑わい交流軸の形成 

歩行者空間整備事業 

実施率 

42％ 
防災・減災の取組方針と取組例 

今津他４地区 大規模雨水処理施設整備事業計
画 

清水川バイパス水路整備 

（郡家地区） 

実施率 

90％ 
土地利用の方針 

木造密集市街地の居住地としての再生、空き
家の解体補助事業 

大規模集客施設の適切な立地の促進 

実施率 

100％ 
道路・交通体系の方針 

幹線道路の整備、市街地内幹線道路の整備 

生活道路の改善、安全性確保 
- 

実施率 

80％ 
水と緑の方針 市民との協働による都市緑化、緑の維持管理 

亀山公園や丸亀総合運動公園など既存の公
園・緑地の市民活用の促進 

市民が利用しやすい公園づくりに向けた立地
や規模、機能の整理 

実施率 

40％ 
供給・処理等の整備方針 

効果的な施設整備、施設改善による全体の汚
水処理環境の向上 

河川・水路の改修による治水機能の向上と浸
水被害の防止・軽減の推進 

実施率 

50％ 
安全・安心まちづくりの方針 

交通安全や防犯対策、空き家対策など、良好
な居住環境の確保 

建物等の耐震化、浸水対策、土砂災害対策な
ど災害に強い都市整備の促進 

実施率 

100％ 
景観に配慮した都市づくりの方針 

都市景観形成基本計画や景観計画の考え方に
則った景観形成 

- 

現行都市マスタープランの主な取り組み実績 

※実施率：「完了した項目数+実施中の項目数」／「まちづくりの方針に掲げた項目数」 
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主な事業実施状況 

項目 具体内容 施策の展開 内容 
実施 

状況 
効果 

都市機能・居
住誘導に向け
た施策の展開 

②都市のスポ
ンジ化の抑制 

商業地や金毘羅街道沿道で
の空き地を活用して広場や
休憩所等の整備（歩いて散
策できる空間形成） 

丸亀駅福
島線の整
備 

完了 

• JR丸亀駅と丸亀港フェ
リー乗り場の連絡道路
確保（ウォーカブルな
まちづくりに寄与） 

• 市街地での道路整備に
よる土地の流動化を確
認 

項目 具体内容 施策の展開 内容 
実施 

状況 
効果 

都市機能誘導
施設の立地の
ために講ずべ
き施策 

③大手町地区
４街区の再編 

・公共施設整備 

・丸亀らしさを感じられ新
たな交流を生み出す公共空
間整備 

・まちな
かウォー
カブル推
進事業 

事業中 

• 既に完成しているマル
タスは賑わいをもたら
している。 

▼丸亀市市民交流活動センター「マルタス」 

出典：丸亀市市民交流活動センター「マルタス」HP 

▼丸亀駅福島線 

出典：丸亀市資料 

整備前 整備後 整備前 整備後 整備前 整備後 

▼金毘羅街道まちあるきの風景（2014年） 

出典：丸亀市資料 



２-１.現行計画の検証（各課ヒアリング） 5 

項目 具体内容 施策の展開 内容 
実施 

状況 
効果 

都市機能・居
住誘導に向け
た施策の展開 

③居心地が良
く歩きたくな
るまちなかの
創出 

【丸亀エリア】 

• 丸亀城と大手町地区４街
区全体が一体的な賑わい
交流空間となるような施
設整備 

• 完成後の利活用の検討 

• 大手町地区４街
区の再編整備 

• 丸亀城の整備・
活用  

• 金毘羅街道の活
用促進 

事業中 

• まちなかに人を
呼ぶ取り組みと
して有効と考え
られる。 

項目 具体内容 施策の展開 内容 
実施 

状況 
効果 

防災・減災の
取組方針と取
組例 

災害リスク低
減の対策
（ハード） 

• 下水道の整備、雨水貯留
浸透施設の整備や田んぼ、
ため池、公園等の既存施
設の雨水貯留への活用 

• 今津他４地区大
規模雨水処理施
設整備事業計画 

雨水排水ポンプ
場整備 ＝２箇所、
雨水排水ポンプ
改修 N＝３箇所 

事業中 

• 雨水排水ポンプ
場整備 N＝１箇
所完了 

項目 具体内容 施策の展開 内容 
実施 

状況 
効果 

防災・減災の
取組方針と取
組例 

災害リスク回
避・低減の対
策（ソフト） 

• 早期に避難できる避難場
所の一定距離での配置や
案内看板の設置 

― 完了 

• 全ての指定緊急
避難場所におい
て夜間でも視認
できるソーラー
ライト付き看板
の整備が完了 

ソーラーライト付き看板 

城乾コミュニティセンター 

▼大手町4街区整備計画図 

出典：丸亀市資料 

現地撮影 

▼今津ポンプ場 

出典：丸亀市資料 
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項目 具体内容 施策の展開 内容 
実施 

状況 
効果 

道路・交通
体系の方針 

道路網の
整備方針 

・広域的な都市間の
交流・連携の促進に
向けて、広域幹線道
路網の形成に努めま
す。 

・幹線道路の整備 

①国道438号バイパス（飯山工区）実施中 

②国道438号バイパス（岡田工区）実施中 

 

③国道438号（岡田上工区）の事業に着手 

④（主）高松善通寺線 拡幅事業実施中 

⑤（都）原田金倉線 事業実施中 

（概成整備完了） 

⑥（都）土居城東土器線 事業実施中 

 

①バイパス整備中約3,160m 

②バイパス整備中約720m、整備
済み約700m 

③岡田上工区約1,800m整備中 

④約1,060m整備中 

⑤約1,320m整備中（250mを残し
機能整備済み） 

⑥1,550m（500m完成） 

事業
中 

約10kmの広域幹線
道路網の事業を推進
した。 

 

▼国道438号バイパス（飯山工区） ▼国道438号バイパス（岡田工区） ▼国道438号（岡田上工区） 

▼（主）高松善通寺線 ▼（都）原田金倉線 ▼（都）土居城東土器線 

出典：丸亀市資料 

道路整備箇所の位置図 

② 

① 

③ 

④ ⑤ 

⑥ 
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▼国道438号バイパス（飯山工区） 

▼国道438号バイパス（岡田工区） 

▼国道438号（岡田上工区） 

▼（主）高松善通寺線 

H21年 R4年 

R4年 

R4年 R1年 

R1年 

R4年 R1年 

▼（都）原田金倉線 

▼（都）土居城東土器線 

R4年 H21年 

事業実施中（工事未着手) 

R4年 R1年 

事業実施中（工事未着手) 
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項目 具体内容 施策の展開 内容 
実施 

状況 
効果 

道路・交通
体系の方針 

道路網の
整備方針 

・拠点へのアクセス
性を高めるため、拠
点間をはじめ地域内
の道路網の形成に努
めます。 

・市街地内幹線道路の整備 

⇒(都)土居城東土器線、(都)原田金倉線 

都市計画道路の整備推進 

①（都）原田金倉線 事業実施中 

（概成整備完了） 

②（都）土居城東土器線 事業実施中 

 

 

①約1,320m整備中（250mを残し
機能整備済み） 

 

②1,550m（500m完成） 

事業
中 

市整備路線
（1,320+500/1,320+

1,55)=0.6341%進捗
している。 

▼（都）原田金倉線 

▼（都）土居城東土器線 

出典：丸亀市資料 

道路整備箇所の位置図 

① 

② 

R4年 R1年 

R4年 R1年 
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項目 具体内容 施策の展開 内容 
実施 

状況 
効果 

道路・交通
体系の方針 

道路網の
整備方針 

・円滑な移動を支え
る安全・安心な交通
環境の形成を図りま
す。 

・生活道路の改善、安全性確保 

・人優先の安全・安心な歩行者空間の整
備（歩道の整備） 

①（都）原田金倉線 事業実施中 

（概成整備完了） 

②（都）土居城東土器線 事業実施中 

③（都）土器線 事業実施中 

④市道五反地沖線 事業実施中 

⑤市道郡家東西2号線 事業完了 

⑥市道南三浦上分線 事業実施中 

 

その他県費補助事業や一般市道改良、交
差点改良事業を実施 

 

①約1,320m整備中 

（250mを残し機能整備済み） 

②1,550m（500m完成） 

③270m整備中 

④250m整備中 

⑤180m完成 

⑥390m整備中 

事業
中 

歩道の改良延長（幅
員2.0m以上を有す
る市道整備延長） 

目標:50km→R6末
49.94km 

※R7に50km達成予
定 

▼（都）原田金倉線 ▼（都）土居城東土器線 ▼（都）土器線  

▼市道五反地沖線  ▼市道郡家東西2号線  ▼市道南三浦上分線  

出典：丸亀市資料 

道路整備箇所の位置図 

④ 

① 

② 
③ 

⑤ 

⑥ 
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▼市道五反地沖線  

▼市道郡家東西2号線  

▼市道南三浦上分線  

R4年 R1年 R4年 R1年 

R4年 R1年 R4年 

▼（都）土居城東土器線 

▼（都）原田金倉線 

R4年 R4年 H19年 

事業実施中（工事未着手) 

R1年 

事業実施中（工事未着手) 

R1年 

▼（都）土器線  



２-２.現行計画の検証（地域拠点における各種データ検証） 

 丸亀市では、中心拠点（中心市街地地区）と地域拠点
（飯山地区、綾歌地区）が設定されており、居住誘導区
域および都市機能誘導区域は中心拠点のみに指定。 

 都市計画マスタープラン及び立地適正化計画に位置付け
られた施策の効果がどの程度現れているかを整理し、目
指すべき都市の姿に近づいているかを検証。 

11 

指標 検証内容 範囲 使用
データ 

人口の変化
（H30→R6

） 

各拠点における人
口の変化から都市
型居住の集積状況
（居住者数）の集
積状況を把握する。 

中心市街地 
JR丸亀駅～中央商店街～大手町
地区周辺 

 

 

地域拠点（飯山地区） 
国道438 号～飯山市民総合セン
ター周辺 

 

地域拠点（綾歌地区） 
ことでん栗熊駅～岡田駅沿
線 

住民基
本台帳 

住宅用地、
商業用地、
公共施設用
地の面積の
変化
（H29→R4

） 

都市地区における
住宅・商業・業
務・サービスなど
の広域的都市機能
の集積状況を把握
する 

都市計
画基礎
調査：
土地利
用現況 

丸亀駅の利
用者数の変
化
（H30→R5

） 

中心拠点における
駅乗客数の変化を
把握する 

 

丸亀駅 
市統計
データ 

中心市街地
地区 

地域拠点 

飯山地区 総合運動 

公園地区 

地域拠点 

綾歌地区 

中心市街地
地区 

中心拠点 

 

● JR 丸亀駅～中央商店街～大手町地区周辺 

交通結節点であるJR 丸亀駅から中央商店街、市庁舎などの位置する大手町事

務所地区、丸亀城に至るこの地域は、既成の中心市街地であり、行政、業務、
商業、教育、文化等都市機能が集積しています。 

より高次の都市機能を集約し、拠点にふさわしい、人が集い、暮らしやすく
訪れたくなる地域の形成を目指します。 

交流拠点 ● 丸亀港～ＪＲ丸亀駅～中央商店街～大手町～丸亀城周辺 

市のシンボルである丸亀城、猪熊弦一郎現代美術館などの施設、お城まつり
や瀬戸内国際芸術祭といったイベントなど人の集う要素に溢れており、観
光・交流、賑わいの中心となる拠点の形成を目指します。 

飯山地区 地域拠点 ● 国道438 号～飯山市民総合センター周辺 

国道438 号と県道善通寺府中線が交差するこの地域は、かつては旧飯山町の

拠点地域であり、バス交通の利便性が高く、行政や商業などの都市機能の集
積地です。 

適切な土地利用のもと、快適な居住環境と一定の生活利便性の備わった地域
の形成を目指します。 

綾歌地区 地域拠点 ● ことでん栗熊駅～岡田駅沿線 

ことでんと国道32 号が並行し、行政や商業などの都市機能集積地が点在する

この地域は、旧綾歌町の拠点地域であり、市外への交通アクセスが良好な一
方で、田園地帯の潤いのある自然環境が残されています。 

適切な土地利用のもと、生活利便性が損なわれず、ゆとりのある居住環境が
保持できる地域の形成を目指します。 

総合運動胡
淵地区 

交流拠点 

 

● 丸亀総合運動公園周辺 

県陸上競技場や市民球場、市民体育館など県内有数のスポーツ施設の集積地
であり、スポーツ観戦や日常的な運動の場として、賑わいや交流、健康づく
りに資する拠点の形成を目指します。 

438 

▼中心市街地範囲 

▼地域拠点範囲 

（拠点範囲） 



中心市街地地区（丸亀駅） 地域拠点（飯山地区） 地域拠点（綾歌地区） 丸亀市全体（参考） 

人
口 

住
宅
用
地
、
商
業
用
地
、 

公
共
施
設
用
地
の
面
積 

丸
亀
駅
の
利
用
者
数 

２-２.現行計画の検証（地域拠点における各種データ検証） 12 

 丸亀市全体の人口は平成30年から令和6年にかけて1.7%減少が傾向にあるが、中心市街地の人口は概ね横ばいで推移
している。一方、地域拠点では減少傾向にある。 

 住宅・商業・公共施設用地面積は平成29年と比較して、令和4年は中心市街地では24ha（8.8%）増加し、公共施設用
地、商業用地、住宅用地ともに増加しているが地域拠点では、減少している。 

 丸亀駅の利用者数は平成30年と比較して令和5年では258人（7.2%）と減少している。 
丸亀市全体 

【出典】人口・丸亀駅利用者数：丸亀市統計書、土地利用：都市計画基礎調査（H30・R4) 

増減数 +24ha 増減率 +8.8% 増減数 -5ha 増減率 -2.2% 増減数 -2ha 増減率 -0.9% 

増減数 +4人 増減率 +0.0% 増減数 -551人 増減率 -5.8% 増減数 -549人 増減率 -10.4% 

増減数 -258人 増減率 -7.2% 

増減数 +51ha 増減率 +2.3% 

増減数 -1,794人 増減率 -1.7% 

増減数 -1,794人 増減率 -1.7% 

増減数 +51ha 増減率 +2.3% 
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丸亀高校の生徒対象として定住意向の
ほか、既往のまちづくり施策に対する
認知度や今後のまちづくりに向けた期
待度等について設問を設定。 

第三次丸亀市総合計画の市民アンケー
ト結果と併せて、計画作成に必要な意
向を調査・把握することを目的とする。 

調査目的 

香川県立丸亀高校生徒840名（定時制、
通信制除く） 

調査対象 

2025年（令和7年）10月1日～10月15

日 

授業の後にアンケートを配布し、2週
間以内に回答いただく 

調査期間 

WEB形式 調査方法 

高校生アンケートの概要 
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設問 設問内容 備考/設問の狙い 

1.属性情
報 

問1（1） 性別 
・回答者の属性について把握 

・属性別のクロス集計にも使用 
問1（2） 居住地 

問1（3） 通学手段 

2.居住意
向 

問2 定住意向 

・居住地として選択されるために必要な要素を抽出
し、丸亀市都市計画マスタープラン（立地適正化計
画）に反映 

問3 
定住を希望する理由・戻ってきたい理
由 

問4 転居を検討する理由 

問5 居住地における満足度・期待度 

3.まちづ
くりの方
向性 

問6 市全体のまちづくりに希望する方向性 ・市民が理想とする市の将来像を把握 

問7 
将来、充実するとよいと思う施設（商
店・スーパーを除く） 

・必要とされる施設を把握し、整備に向けた基礎資
料とする 

問8 
「歩きたくなるまちづくり」を進める
ために必要だと思う取り組み 

・ウォーカブルなまちなかの実現のための課題や要
望を把握 

問9 休日に遊びに出かける場所 
・市民の利用が多い場所を把握し、今後のまちづく
りに向けた基礎資料とする 問10 

市内のまちなかで楽しく過ごすために
必要な取り組み 

4.まちづ
くりへの
参加 

問11 
市民参加によるまちづくりへの参加意
向 

・市民の地域活動への関心を把握 

問12 
まちづくりについての意見やアイディ
ア(自由記述） 

・今後のまちづくりに対する市民の考え方、意見を
把握 

 今後の本市のまちづくりを担う次世代担う高校生を対象として、居住意向やまちづくりの方向性について意見を把握 

 

アンケートの設問 



9.1%

16.0%

9.6%

5.9%

3.7%

0.5%

55.1%

0% 20% 40% 60%

中心市街地

周辺市街地

丸亀中部

飯山

綾歌

島しょ部

丸亀市外

187N=

 性別は「男性」が34.8％、「女性」が63.1％となっている。 

 居住地区は「丸亀市外」が55.1％と半分を超える割合となっている。丸亀市内の小学校区では、「城坤」、「城
南」、「城東」が5.3％、「郡家」が4.8%と高くなっている。地区では「周辺市街地」（城坤、城南、城東）が
16.0％と最も高く、次いで「丸亀中部」（飯野、城辰、郡家、垂水）が9.6％となっている。 

 主な通学手段は「自転車」が45.5％と最も多く、次いで「鉄道」が29.9％、「バス」が8.0％となっている。 

 

 

■居住地区（小学校区） 

男性

34.8%

女性

63.1%

その他

0.0%

回答しない

2.1%

187N=

鉄道

29.9%

バス

8.0%
自転車

45.5%

徒歩

6.4%

車（家族の送迎）

9.6%

その他

0.5%

187N=
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アンケート結果 1.属性情報 問1(1)～(3) 

■性別 ■居住地区（地区） 

■主な通学手段 

2.7%

3.7%

2.7%

5.3%

5.3%

5.3%

1.1%

1.6%

4.8%

2.1%

0.5%

0.0%

1.6%

1.6%

0.5%

2.1%

3.7%

55.1%

0% 20% 40% 60%

城北

城西

城乾

城坤

城南

城東

飯野

城辰

郡家

垂水

本島

広島

粟熊

岡田

富熊

飯山南

飯山北

丸亀市外

187N=



29.4%

33.3%

44.4%

27.3%

42.9%

100.0%

1.9%

58.8%

50.0%

33.3%

36.4%

28.6%

67.0%

11.8%

16.7%

22.2%

36.4%

28.6%

31.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中心市街地(N=17)

周辺市街地(N=30)

丸亀中部(N=18)

飯山(N=11)

綾歌(N=7)

島しょ部(N=1)

丸亀市外(N=103)

住み続けたい・戻ってきたい 市外・県外に住みたい わからない

10.8%

61.5%

27.7%

21.2%

53.4%

25.4%

0% 20% 40% 60% 80%

住み続けたい・戻ってきたい

市外・県外に住みたい

わからない

男性(N=65) 女性(N=118)
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アンケート結果 2.居住意向 問2 

 「市外・県外に住みたい」が56.7％と最も多く、「住み続けたい・戻ってきたい」が17.1％となっている。 

 性別別では、男女ともに、「市外・県外に住みたい」が最も多く、男性のほうが女性よりやや高い割合となってい
る。「住み続けたい・戻ってきたい」では、女性が男性の約2倍と高い割合となっている。 

 居住地区別では、丸亀中部、綾歌では、「住み続けたい・戻ってきたい」が最も多くなっている。丸亀市外では
「市外・県外に住みたい」が7割近い割合となり、「住み続けたい・戻ってきたい」は1.9%と低い割合となっている。 

■定住意向 

住み続けたい・

戻ってきたい

17.1%

市外・県外

に住みたい

56.7%

わからな

い 26.2%

187N=

〈性別別〉 

〈居住地区別〉 
※性別の「その他」「回答しない」は除く。 
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アンケート結果 2.居住意向 問3 

 定住を希望する理由・戻ってきたい理由は、「生まれ
育ったまちだから」が62.5％と最も多く、次いで「親
や友人が丸亀市に多いから」が56.3％、「丸亀市が好

きだから」と「交通や買い物など、日常生活が便利だ
から」が34.4％となっている。 

■定住を希望する理由・戻ってきたい理由 

（問２で「住み続けたい・戻ってきたい」と回答した人） 

※複数回答：3項目まで 

アンケート結果 2.居住意向 問4 

 転居を検討する理由は「住宅の価格・家賃が高い」が
51.9％と最も多く、次いで「子育て環境が良くない」
が41.5％、「自然環境が良くない」と「交通の便が良
くない」が32.1％となっている。 

■転居を検討する理由 

（問２で「市外・県外に住みたい」と回答した人） 

※複数回答：3項目まで 

62.5%

56.3%

34.4%

34.4%

21.9%

12.5%

9.4%

3.1%

0.0%

3.1%

0% 50% 100%

生まれ育ったまちだから

親や友人が丸亀市に多いから

丸亀市が好きだから

交通や買い物など、日常生活が便利だから

自然豊かなまちだから

学校、図書館、病院などの生活

を支える施設が整っているから

歴史や文化など魅力のあるまちだから

遊ぶ場所や楽しむところが充実しているから

働く場所が充実しているから

その他

32得票数/回答者数（N=      )

51.9%

41.5%

32.1%

32.1%

7.5%

2.8%

24.5%

0% 20% 40% 60%

住宅の価格・家賃が高い

子育て環境が良くない

自然環境が良くない

交通の便が良くない

住宅が狭い

教育環境が良くない

その他

得票数/回答者数(N= )106



85.7%

42.9%

0.0%

0.0%

71.4%

0.0%

0.0%

0.0%

28.6%

0.0%

56.0%

32.0%

28.0%

44.0%

52.0%

16.0%

4.0%

0.0%

4.0%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生まれ育ったまちだから

丸亀市が好きだから

自然豊かなまちだから

交通や買い物など、日

常生活が便利だから

親や友人が丸亀市に多いから

学校、図書館、病院などの生活

を支える施設が整っているから

遊ぶ場所や楽しむとこ

ろが充実しているから

働く場所が充実しているから

歴史や文化など魅力のあるまちだから

その他

男性(回答者数 N=7)

女性(回答者数 N=25)
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アンケート結果 2.居住意向 問3 

 性別別では、男女ともに「生まれ育ったまちだから」
が最も多く、次に「親や友人が丸亀市に多いから」が
多くなっている。どちらも男性のほうが女性より、高
い割合となっている。また「歴史や文化など魅力のあ
るまちだから」については、女性が4.0%に対して男性
は28.6%と大きな差がみられる。 

■定住を希望する理由・戻ってきたい理由 

（問２で「住み続けたい・戻ってきたい」と回答した人） 
※複数回答：3項目まで 

アンケート結果 2.居住意向 問4 

 性別別では、男女ともに「住宅の価格・家賃が高い」
が最も多く、次に「子育て環境が良くない」が多く
なっている。どちらも男性のほうが女性より高く、
「子育て環境が良くない」については、男性が女性の
約1.4倍高い割合となっている。 

■転居を検討する理由 

（問２で「市外・県外に住みたい」と回答した人） 
※複数回答：3項目まで 

〈性別別〉 〈性別別〉 

32.5%

10.0%

55.0%

35.0%

52.5%

5.0%

0.0%

33.3%

6.3%

52.4%

31.7%

36.5%

1.6%

0.0%

0% 20% 40% 60%

自然環境が良くない

住宅が狭い

住宅の価格・家賃が高い

交通の便が良くない

子育て環境が良くない

教育環境が良くない

その他
男性(回答者数 N=40)

女性(回答者数 N=63)

※性別の「その他」「回答しない」は除く。比率は得票数/回答者数の割合を示す。 ※性別の「その他」「回答しない」は除く。比率は得票数/回答者数の割合を示す。 



0.0%

50.0%

0.0%

50.0%

50.0%

0.0%

50.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生まれ育ったまちだから

丸亀市が好きだから

自然豊かなまちだから

交通や買い物など、日常生活が便利だから

親や友人が丸亀市に多いから

学校、図書館、病院などの生活を支える施設が整っているから

遊ぶ場所や楽しむところが充実しているから

働く場所が充実しているから

歴史や文化など魅力のあるまちだから

その他

丸亀市外

2得票数/回答者数（N=      )

100.0%

66.7%

100.0%

0.0%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生まれ育ったまちだから

丸亀市が好きだから

自然豊かなまちだから

交通や買い物など、日常生活が便利だから

親や友人が丸亀市に多いから

学校、図書館、病院などの生活を支える施設が整っているから

遊ぶ場所や楽しむところが充実しているから

働く場所が充実しているから

歴史や文化など魅力のあるまちだから

その他

飯山

3得票数/回答者数（N=      )

33.3%

0.0%

33.3%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生まれ育ったまちだから

丸亀市が好きだから

自然豊かなまちだから

交通や買い物など、日常生活が便利だから

親や友人が丸亀市に多いから

学校、図書館、病院などの生活を支える施設が整っているから

遊ぶ場所や楽しむところが充実しているから

働く場所が充実しているから

歴史や文化など魅力のあるまちだから

その他

綾歌

3得票数/回答者数（N=      )

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生まれ育ったまちだから

丸亀市が好きだから

自然豊かなまちだから

交通や買い物など、日常生活が便利だから

親や友人が丸亀市に多いから

学校、図書館、病院などの生活を支える施設が整っているから

遊ぶ場所や楽しむところが充実しているから

働く場所が充実しているから

歴史や文化など魅力のあるまちだから

その他

島しょ部

1得票数/回答者数（N=      )
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アンケート結果 2.居住意向 問3 

 居住地区別では、中心市街地、丸亀中部で「生まれ育ったまちだから」が最も多く、飯山で「生まれ育ったまちだ
から」と「自然豊かなまちだから」が最も多くなっている。周辺市街地では「親や友人が丸亀市に多いから」、丸
亀市外では「歴史や文化など魅力のあるまちだから」が最も多くなっている。 

※複数回答：3項目まで 

〈居住地区別〉 

■定住を希望する理由・戻ってきたい理由（問２で「住み続けたい・戻ってきたい」と回答した人） 

87.5%

25.0%

25.0%

37.5%

75.0%

25.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生まれ育ったまちだから

丸亀市が好きだから

自然豊かなまちだから

交通や買い物など、日常生活が便利だから

親や友人が丸亀市に多いから

学校、図書館、病院などの生活を支える施設が整っているから

遊ぶ場所や楽しむところが充実しているから

働く場所が充実しているから

歴史や文化など魅力のあるまちだから

その他

丸亀中部

8得票数/回答者数（N=      )

40.0%

30.0%

10.0%

50.0%

60.0%

0.0%

0.0%

0.0%

10.0%

10.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生まれ育ったまちだから

丸亀市が好きだから

自然豊かなまちだから

交通や買い物など、日常生活が便利だから

親や友人が丸亀市に多いから

学校、図書館、病院などの生活を支える施設が整っているから

遊ぶ場所や楽しむところが充実しているから

働く場所が充実しているから

歴史や文化など魅力のあるまちだから

その他

周辺市街地

10得票数/回答者数（N=      )

80.0%

60.0%

0.0%

40.0%

60.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生まれ育ったまちだから

丸亀市が好きだから

自然豊かなまちだから

交通や買い物など、日常生活が便利だから

親や友人が丸亀市に多いから

学校、図書館、病院などの生活を支える施設が整っているから

遊ぶ場所や楽しむところが充実しているから

働く場所が充実しているから

歴史や文化など魅力のあるまちだから

その他

中心市街地

5得票数/回答者数（N=      )



29.0%

7.2%

46.4%

27.5%

36.2%

4.3%

30.4%

0% 20% 40% 60% 80%

自然環境が良くない

住宅が狭い

住宅の価格・家賃が高い

交通の便が良くない

子育て環境が良くない

教育環境が良くない

その他

丸亀市外

69得票数/回答者数（N=      )

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

自然環境が良くない

住宅が狭い

住宅の価格・家賃が高い

交通の便が良くない

子育て環境が良くない

教育環境が良くない

その他

島しょ部

0得票数/回答者数（N=      )

50.0%

0.0%

50.0%

50.0%

50.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

自然環境が良くない

住宅が狭い

住宅の価格・家賃が高い

交通の便が良くない

子育て環境が良くない

教育環境が良くない

その他

綾歌

2得票数/回答者数（N=      )

■転居を検討する理由（問２で「市外・県外に住みたい」と回答した人） 

 

３.高校生アンケート 20 

アンケート結果 2.居住意向 問4 

 居住地区別では、中心市街地、周辺市街地、丸亀市外で「住宅の価格・家賃が高い」と最も多く、丸亀中部では
「子育て環境が良くない」、飯山では「子育て環境が良くない」、「自然環境が良くない」が多くなっている。 

※複数回答：3項目まで 

〈居住地区別〉 

75.0%

0.0%

50.0%

0.0%

75.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

自然環境が良くない

住宅が狭い

住宅の価格・家賃が高い

交通の便が良くない

子育て環境が良くない

教育環境が良くない

その他

飯山

4得票数/回答者数（N=      )

16.7%

16.7%

50.0%

50.0%

66.7%

0.0%

33.3%

0% 20% 40% 60% 80%

自然環境が良くない

住宅が狭い

住宅の価格・家賃が高い

交通の便が良くない

子育て環境が良くない

教育環境が良くない

その他

丸亀中部

6得票数/回答者数（N=      )

53.3%

13.3%

73.3%

40.0%

46.7%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

自然環境が良くない

住宅が狭い

住宅の価格・家賃が高い

交通の便が良くない

子育て環境が良くない

教育環境が良くない

その他

周辺市街地

15得票数/回答者数（N=      )

10.0%

0.0%

60.0%

50.0%

40.0%

0.0%

30.0%

0% 20% 40% 60% 80%

自然環境が良くない

住宅が狭い

住宅の価格・家賃が高い

交通の便が良くない

子育て環境が良くない

教育環境が良くない

その他

中心市街地

10得票数/回答者数（N=      )



Ａ 

Ｃ 

Ｂ 

Ｄ 

-2.0点

-1.5点

-1.0点

-0.5点

0.0点

0.5点

1.0点

1.5点

2.0点

-2.0点 -1.5点 -1.0点 -0.5点 0.0点 0.5点 1.0点 1.5点 2.0点

■居住地における満足度・期待度 
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アンケート結果 2.居住意向 問5 

 重点的な改善が必要な項目は、「防災体制の充実度」、「街路灯・カーブミラーなど交通安全対策の充実度」、
「鉄道（JR）・バスの便利さ」、「遊びやレジャー施設の充実度」、「自転車の走りやすさ」となっている。 

※満足度：「満足」を2点、「やや満足」を1点、「どちらでもない」を0点、「やや
不満」を-1点、「不満」を-2点として評価した場合の平均点 

※重要度：「重要」を2点、「まあ重要」を1点、「どちらでもない」を0点、「あま
り重要ではない」を-1点、「重要ではない」を-2点として評価した場合の平均点 

Ａ：【重点的な改善が必要な項目】 

（満足度が低く、重要度が高い） 

⇒重点的に改善を図る必要がある項目 

Ｂ:【重点的な維持が必要な項目】 

（満足度が高く、重要度も高い） 

⇒おおむね満足が得られているが、引き続
き維持・充実していく必要がある項目 

Ｃ:【変化を注視すべき項目】 

（満足度が低く、重要度も低い） 

⇒優先的な課題ではないか住民意向の変
化を注視すべき項目 

Ｄ:【維持項目】 

（満足度が高く、重要度が低い） 

⇒現状を維持する項目 

街並みの美しさ

自然・緑・水辺の

豊かさ、美しさ

日常の買い物の便利さ

遊びやレジャー

施設の充実度

歩道の歩きやすさ
自転車の走りやすさ

鉄道（JR）・バス

の便利さ

公園の充実度

土器川など水との親しみやすさ

防災体制の充実度

街路灯・カーブミラーな

ど交通安全対策の充実度

図書館や体育館などの文

化・スポーツ施設の充実度

病院や福祉施設の充実度

地域資源を活かした交流

や観光の充実度

まちづくりへの参加のしやすさ

総合的な暮らしやすさ

0.4点

0.6点

0.8点

1.0点

1.2点

1.4点

1.6点

1.8点

2.0点

-1.2点 -0.9点 -0.6点 -0.3点 0.0点 0.3点 0.6点 0.9点 1.2点 1.5点 1.8点 2.1点

満足度平均値：0.39点 満足→←不満

←

重
要

重
要
で
は
な
い→

重要度平均値

：1.23点

N=187 
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アンケート結果  2.居住意向 問5 

 重点的な改善が必要な項目は、「鉄道（JR）・バスの

便利さ」、「自転車の走りやすさ」、「街路灯・
カーブミラーなど交通安全対策の充実度」、「遊び
やレジャー施設の充実度」、「歩道の歩きやすさ」 、
「防災体制の充実度」となっている。 

 重点的な改善が必要な項目は、「遊びやレジャー施
設の充実度」、 「防災体制の充実度」 、「自転車の

走りやすさ」、「街路灯・カーブミラーなど交通安
全対策の充実度」となっている。 

■居住地における満足度・期待度 〈居住地区別〉 

【中心市街地】 【周辺市街地】 

Ａ：【重点的な改善が必要な項目】 

（満足度が低く、重要度が高い） 

⇒重点的に改善を図る必要がある項目 

Ｂ:【重点的な維持が必要な項目】 

（満足度が高く、重要度も高い） 

⇒おおむね満足が得られているが、引き続き
維持・充実していく必要がある項目 

Ｃ:【変化を注視すべき項目】 

（満足度が低く、重要度も低い） 

⇒優先的な課題ではないか住民意向の変化
を注視すべき項目 

Ｄ:【維持項目】 

（満足度が高く、重要度が低い） 

⇒現状を維持する項目 

※満足度：「満足」を2点、「やや満足」を1点、「どちらでもない」を0点、「やや不満」を-1点、「不満」を-2点として評価した場合の平均点 

※重要度：「重要」を2点、「まあ重要」を1点、「どちらでもない」を0点、「あまり重要ではない」を-1点、「重要ではない」を-2点として評価した場合の平均点 

街並みの美しさ

自然・緑・水辺の豊

かさ、美しさ

日常の買い物の便利さ遊びやレジャー施設の充実度

歩道の歩きやすさ

自転車の走りやすさ

鉄道（JR）・バスの便利さ

公園の充実度

土器川など水との親しみやすさ

防災体制の充実度

街路灯・カーブミラーな

ど交通安全対策の充実度

図書館や体育館などの文化・

スポーツ施設の充実度

病院や福祉施設の充実度

地域資源を活かした交

まちづくりへの参加のしやすさ

総合的な暮らしやすさ

0.4点

0.6点

0.8点

1.0点

1.2点

1.4点

1.6点

1.8点

2.0点

-1.2点 -0.9点 -0.6点 -0.3点 0.0点 0.3点 0.6点 0.9点 1.2点 1.5点 1.8点 2.1点

満足度平均値：0.39点 満足→←不満

←

重
要

重
要
で
は
な
い→

重要度平均値

：1.23点

N=17 N=30 

街並みの美しさ

自然・緑・水辺の豊かさ、美しさ

日常の買い物の便利さ

遊びやレジャー

施設の充実度
歩道の歩きやすさ

自転車の走りやすさ

鉄道（JR）・バスの便利さ

公園の充実度

土器川など水との親しみやすさ

防災体制の充実度

街路灯・カーブミラーな

ど交通安全対策の充実度

図書館や体育館などの文

化・スポーツ施設の充実度

病院や福祉施設の充実度

地域資源を活かした交流や観光の充実度

まちづくりへの参加のしやすさ

総合的な暮らしやすさ

0.4点

0.6点

0.8点

1.0点

1.2点

1.4点

1.6点

1.8点

2.0点

-1.2点 -0.9点 -0.6点 -0.3点 0.0点 0.3点 0.6点 0.9点 1.2点 1.5点 1.8点 2.1点

満足度平均値：0.39点 満足→←不満

←

重
要

重
要
で
は
な
い→

重要度平均値

：1.23点
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アンケート結果  2.居住意向 問5 

 重点的な改善が必要な項目は、「歩道の歩きやすさ」、 

「遊びやレジャー施設の充実度」、「防災体制の充実度」、
「地域資源を活かした交流や観光の充実度」、「街路灯・
カーブミラーなど交通安全対策の充実度」、「自転車の走
りやすさ」、「鉄道（JR）・バスの便利さ」となっている。 

 重点的な改善が必要な項目は、「総合的な暮らしや
すさ」、「鉄道（JR）・バスの便利さ」、「日常の買
い物の便利さ」、「遊びやレジャー施設の充実度」 、

「自転車の走りやすさ」、「街路灯・カーブミラー
など交通安全対策の充実度」となっている。 

■居住地における満足度・期待度 〈居住地区別〉 

【丸亀中部】 【飯山】 

Ａ：【重点的な改善が必要な項目】 

（満足度が低く、重要度が高い） 

⇒重点的に改善を図る必要がある項目 

Ｂ:【重点的な維持が必要な項目】 

（満足度が高く、重要度も高い） 

⇒おおむね満足が得られているが、引き続き
維持・充実していく必要がある項目 

Ｃ:【変化を注視すべき項目】 

（満足度が低く、重要度も低い） 

⇒優先的な課題ではないか住民意向の変化
を注視すべき項目 

Ｄ:【維持項目】 

（満足度が高く、重要度が低い） 

⇒現状を維持する項目 

※満足度：「満足」を2点、「やや満足」を1点、「どちらでもない」を0点、「やや不満」を-1点、「不満」を-2点として評価した場合の平均点 

※重要度：「重要」を2点、「まあ重要」を1点、「どちらでもない」を0点、「あまり重要ではない」を-1点、「重要ではない」を-2点として評価した場合の平均点 

街並みの美しさ

自然・緑・水辺の

豊かさ、美しさ

日常の買い物の便利さ遊びやレジャー施設の充実度

歩道の歩きやすさ

自転車の走りやすさ

鉄道（JR）・バスの便利さ

公園の充実度

土器川など水との親しみやすさ

防災体制の充実度

街路灯・カーブミラーな

ど交通安全対策の充実度

図書館や体育館などの文

化・スポーツ施設の充実

病院や福祉施設の充実度

地域資源を活かした交流

や観光の充実度

まちづくりへの参加のしやすさ

総合的な暮らしやすさ

0.4点

0.6点

0.8点

1.0点

1.2点

1.4点

1.6点

1.8点

2.0点

-1.2点 -0.9点 -0.6点 -0.3点 0.0点 0.3点 0.6点 0.9点 1.2点 1.5点 1.8点 2.1点

満足度平均値：0.39点 満足→←不満

←

重
要

重
要
で
は
な
い→

重要度平均値

：1.23点

街並みの美しさ

自然・緑・水辺の

豊かさ、美しさ

日常の買い物の便利さ

遊びやレジャー施設の充実度

歩道の歩きやすさ

自転車の走りやすさ

鉄道（JR）・バスの便利さ

公園の充実度

土器川など水との親しみやすさ

防災体制の充実度

街路灯・カーブミラーな

ど交通安全対策の充実度

図書館や体育館などの文

化・スポーツ施設の充実

病院や福祉施設の充実度

地域資源を活かした交流や観光の充実度

まちづくりへの参加のしやすさ

総合的な暮らしやすさ

0.4点

0.6点

0.8点

1.0点

1.2点

1.4点

1.6点

1.8点

2.0点

-1.2点 -0.9点 -0.6点 -0.3点 0.0点 0.3点 0.6点 0.9点 1.2点 1.5点 1.8点 2.1点

満足度平均値：0.39点 満足→←不満

←

重
要

重
要
で
は
な
い→

重要度平均値

：1.23点

N=18 N=11 
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アンケート結果  2.居住意向 問5 

 重点的な改善が必要な項目は該当がなく、重点的な
維持が必要な項目が多くなっている。 

 重点的な改善が必要な項目は、「日常の買い物の便
利さ」、「遊びやレジャー施設の充実度」となって
いる。 

■居住地における満足度・期待度 〈居住地区別〉 

Ａ：【重点的な改善が必要な項目】 

（満足度が低く、重要度が高い） 

⇒重点的に改善を図る必要がある項目 

Ｂ:【重点的な維持が必要な項目】 

（満足度が高く、重要度も高い） 

⇒おおむね満足が得られているが、引き続き
維持・充実していく必要がある項目 

Ｃ:【変化を注視すべき項目】 

（満足度が低く、重要度も低い） 

⇒優先的な課題ではないか住民意向の変化
を注視すべき項目 

Ｄ:【維持項目】 

（満足度が高く、重要度が低い） 

⇒現状を維持する項目 

※満足度：「満足」を2点、「やや満足」を1点、「どちらでもない」を0点、「やや不満」を-1点、「不満」を-2点として評価した場合の平均点 

※重要度：「重要」を2点、「まあ重要」を1点、「どちらでもない」を0点、「あまり重要ではない」を-1点、「重要ではない」を-2点として評価した場合の平均点 

【綾歌】 【島しょ部】 

街並みの美しさ

自然・緑・水辺の

豊かさ、美しさ

日常の買い物の便利さ遊びやレジャー施設の充実度

歩道の歩きやすさ

自転車の走りやすさ

鉄道（JR）・バスの便利さ

公園の充実度

土器川など水との親しみやすさ

防災体制の充実度

街路灯・カーブミラーな

ど交通安全対策の充実度

図書館や体育館などの文

化・スポーツ施設の充実度

病院や福祉施設の充実度

地域資源を活かした

まちづくりへの参加のしやすさ

総合的な暮らしやすさ

0.4点

0.6点

0.8点

1.0点

1.2点

1.4点

1.6点

1.8点

2.0点

-1.2点 -0.9点 -0.6点 -0.3点 0.0点 0.3点 0.6点 0.9点 1.2点 1.5点 1.8点 2.1点

満足度平均値：0.39点 満足→←不満

←

重
要

重
要
で
は
な
い→

重要度平均値

：1.23点

N=7 N=1 

街並みの美しさ

自然・緑・水辺の

豊かさ、美しさ

日常の買い物の便利さ

遊びやレジャー

施設の充実度

歩道の歩きやすさ

自転車の走りやすさ

鉄道（JR）・バスの便利さ

公園の充実度

土器川など水と

の親しみやすさ

防災体制の充実度

街路灯・カーブミラーな

ど交通安全対策の充実度

図書館や体育館などの文

化・スポーツ施設の充実度

病院や福祉施設の充実度

地域資源を活かした

交流や観光の充実度

まちづくりへの参加のしやすさ

総合的な暮らしやす

0.4点

0.6点

0.8点

1.0点

1.2点

1.4点

1.6点

1.8点

2.0点

-1.2点 -0.9点 -0.6点 -0.3点 0.0点 0.3点 0.6点 0.9点 1.2点 1.5点 1.8点 2.1点

満足度平均値：0.39点 満足→←不満

←

重
要

重
要
で
は
な
い→

重要度平均値

：1.23点
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アンケート結果  2.居住意向 問5 

■居住地における満足度・期待度 〈居住地区別〉 

【丸亀市外】 

Ａ：【重点的な改善が必要な項目】 

（満足度が低く、重要度が高い） 

⇒重点的に改善を図る必要がある項目 

Ｂ:【重点的な維持が必要な項目】 

（満足度が高く、重要度も高い） 

⇒おおむね満足が得られているが、引き続き
維持・充実していく必要がある項目 

Ｃ:【変化を注視すべき項目】 

（満足度が低く、重要度も低い） 

⇒優先的な課題ではないか住民意向の変化
を注視すべき項目 

Ｄ:【維持項目】 

（満足度が高く、重要度が低い） 

⇒現状を維持する項目 

※満足度：「満足」を2点、「やや満足」を1点、「どちらでもない」を0点、「やや不満」を-1点、「不満」を-2点として評価した場合の平均点 

※重要度：「重要」を2点、「まあ重要」を1点、「どちらでもない」を0点、「あまり重要ではない」を-1点、「重要ではない」を-2点として評価した場合の平均点 

 重点的な改善が必要な項目は、「鉄道（JR）・バスの便利さ」、「街路灯・カーブミラーなど交通安全対策の充実
度」、「遊びやレジャー施設の充実度」となっている。 

N=103 

街並みの美しさ

自然・緑・水辺の

豊かさ、美しさ

日常の買い物の便利さ

遊びやレジャー施設の充実度
歩道の歩きやすさ

自転車の走

りやすさ

鉄道（JR）・バスの便利さ

公園の充実度

防災体制の充実度

街路灯・カーブミラーな

ど交通安全対策の充実度

図書館や体育館な

どの文化・スポー

ツ施設の充実度

病院や福祉施設の充実度

地域資源を活かした

交流や観光の充実度

まちづくりへの参加のしやすさ

総合的な暮らしやすさ

0.4点

0.6点

0.8点

1.0点

1.2点

1.4点

1.6点

1.8点

2.0点

-1.2点 -0.9点 -0.6点 -0.3点 0.0点 0.3点 0.6点 0.9点 1.2点 1.5点 1.8点 2.1点

満足度平均値：0.39点 満足→←不満

←

重
要

重
要
で
は
な
い→

重要度平均値

：1.23点
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アンケート結果 3.まちづくりの方向性 問6 

 市全体のまちづくりに希望する方向性は、「商業・サービス業が盛んなまち」が40.6％と最も多く、次いで「美し
い景観のあるまち」が28.3％、「多くの人が訪れる観光や交流のまち」が20.3％となっている。 

■市全体のまちづくりに希望する方向性 

※複数回答：2項目まで 

40.6%

28.3%

20.3%

19.8%

19.8%

16.6%

12.3%

11.8%

9.1%

3.7%

2.7%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

商業・サービス業が盛んなまち

美しい景観のあるまち

多くの人が訪れる観光や交流のまち

働く場が充実したまち

歴史・文化が豊かなまち

福祉・医療が充実したまち

住宅地が中心のまち

防災性に優れた安全・安心なまち

地域活動が活発なふれあいのまち

農林水産業が盛んなまち

工業が盛んなまち

その他

187得票数/回答者数（N=     )



1.9%
4.9%

43.7%
13.6%
15.5%

25.2%
20.4%

11.7%
11.7%

30.1%
9.7%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農林水産業が盛んなまち
工業が盛んなまち

商業・サービス業が盛んなまち
働く場が充実したまち

住宅地が中心のまち
歴史・文化が豊かなまち

多くの人が訪れる観光や交流のまち
福祉・医療が充実したまち

防災性に優れた安全・安心なまち
美しい景観のあるまち

地域活動が活発なふれあいのまち
その他

丸亀市外

103得票数/回答者数（N=      )

0.0%
0.0%
0.0%

100.0%
0.0%
0.0%
0.0%

100.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農林水産業が盛んなまち
工業が盛んなまち

商業・サービス業が盛んなまち
働く場が充実したまち

住宅地が中心のまち
歴史・文化が豊かなまち

多くの人が訪れる観光や交流のまち
福祉・医療が充実したまち

防災性に優れた安全・安心なまち
美しい景観のあるまち

地域活動が活発なふれあいのまち
その他

島しょ部

1得票数/回答者数（N=      )

14.3%
0.0%

28.6%
42.9%

0.0%
14.3%

0.0%
28.6%

14.3%
28.6%

14.3%
0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農林水産業が盛んなまち
工業が盛んなまち

商業・サービス業が盛んなまち
働く場が充実したまち

住宅地が中心のまち
歴史・文化が豊かなまち

多くの人が訪れる観光や交流のまち
福祉・医療が充実したまち

防災性に優れた安全・安心なまち
美しい景観のあるまち

地域活動が活発なふれあいのまち
その他

綾歌

7得票数/回答者数（N=      )
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 居住地区別では、中心市街地、丸亀中部、飯山、丸亀市外で「商業・サービス業が盛んなまち」が最も多く、周辺
市街地で「美しい景観のあるまち」、綾歌で「働く場が充実したまち」が最も多くなっている。 

 

 

 ※複数回答：2項目まで 

〈居住地区別〉 

■市全体のまちづくりに希望する方向性 

アンケート結果 3.まちづくりの方向性 問6 

9.1%
0.0%

45.5%
27.3%

0.0%
9.1%

18.2%
36.4%

18.2%
36.4%

0.0%
0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農林水産業が盛んなまち
工業が盛んなまち

商業・サービス業が盛んなまち
働く場が充実したまち

住宅地が中心のまち
歴史・文化が豊かなまち

多くの人が訪れる観光や交流のまち
福祉・医療が充実したまち

防災性に優れた安全・安心なまち
美しい景観のあるまち

地域活動が活発なふれあいのまち
その他

飯山

11得票数/回答者数（N=      )

5.6%
0.0%

38.9%
27.8%

11.1%
22.2%

11.1%
22.2%

11.1%
22.2%

11.1%
5.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農林水産業が盛んなまち
工業が盛んなまち

商業・サービス業が盛んなまち
働く場が充実したまち

住宅地が中心のまち
歴史・文化が豊かなまち

多くの人が訪れる観光や交流のまち
福祉・医療が充実したまち

防災性に優れた安全・安心なまち
美しい景観のあるまち

地域活動が活発なふれあいのまち
その他

丸亀中部

18得票数/回答者数（N=      )

6.7%
0.0%

30.0%
23.3%

10.0%
13.3%
20.0%
20.0%

6.7%
36.7%

13.3%
3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農林水産業が盛んなまち
工業が盛んなまち

商業・サービス業が盛んなまち
働く場が充実したまち

住宅地が中心のまち
歴史・文化が豊かなまち

多くの人が訪れる観光や交流のまち
福祉・医療が充実したまち

防災性に優れた安全・安心なまち
美しい景観のあるまち

地域活動が活発なふれあいのまち
その他

周辺市街地

30得票数/回答者数（N=      )

0.0%
0.0%

47.1%
23.5%

11.8%
5.9%

41.2%
11.8%
17.6%

5.9%
0.0%
5.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農林水産業が盛んなまち
工業が盛んなまち

商業・サービス業が盛んなまち
働く場が充実したまち

住宅地が中心のまち
歴史・文化が豊かなまち

多くの人が訪れる観光や交流のまち
福祉・医療が充実したまち

防災性に優れた安全・安心なまち
美しい景観のあるまち

地域活動が活発なふれあいのまち
その他

中心市街地

17得票数/回答者数（N=      )



23.1%

33.8%

24.6%

20.0%

32.3%

41.5%

12.3%

66.2%

0.0%

0.0%

12.7%

40.7%

24.6%

26.3%

34.7%

23.7%

9.3%

61.0%

3.4%

5.1%

0% 20% 40% 60% 80%

道路

鉄道・バス

公園や水辺・緑地

医療・福祉施設

教育・文化施設

スポーツ施設

防災施設

娯楽・遊興施設

その他

特にない（現状のままでよい）

男性(回答者数 N=65)

女性(回答者数 N=118)

16.6%

38.5%

24.6%

23.5%

33.7%

29.4%

10.7%

62.6%

3.2%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80%

道路

鉄道・バス

公園や水辺・緑地

医療・福祉施設

教育・文化施設

スポーツ施設

防災施設

娯楽・遊興施設

その他

特にない（現状のままでよい）

187得票数/回答者数（N=     )
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アンケート結果 3.まちづくりの方向性 問7 

 丸亀市に必要な施設は、「娯楽・遊興施設」が62.6％と最も多く、次いで「鉄道・バス」が38.5％、「教育・文化
施設」が33.7％となっている。 

 性別別では、男女ともに「娯楽・遊興施設」が多くなっている。男性では、次いで「スポーツ施設」が多く、女性
の約1.8倍高い割合になっている。女性では、次いで「鉄道・バス」が多く、男性よりやや高い割合になっている。 

■将来、充実するとよいと思う施設（商店・スーパーを除く） 

※複数回答：3項目まで 〈性別別〉 

※性別の「その他」「回答しない」は除く。比率は得票数/回答者数の割合を示す。 



16.5%

39.8%

20.4%

22.3%

35.9%

33.0%

10.7%

64.1%

1.9%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道路

鉄道・バス

公園や水辺・緑地

医療・福祉施設

教育・文化施設

スポーツ施設

防災施設

娯楽・遊興施設

その他

特にない（現状のままでよい）

丸亀市外

103得票数/回答者数（N=      )

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道路

鉄道・バス

公園や水辺・緑地

医療・福祉施設

教育・文化施設

スポーツ施設

防災施設

娯楽・遊興施設

その他

特にない（現状のままでよい）

島しょ部

1得票数/回答者数（N=      )

14.3%

14.3%

14.3%

28.6%

28.6%

42.9%

0.0%

57.1%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道路

鉄道・バス

公園や水辺・緑地

医療・福祉施設

教育・文化施設

スポーツ施設

防災施設

娯楽・遊興施設

その他

特にない（現状のままでよい）

綾歌

7得票数/回答者数（N=      )

9.1%

72.7%

9.1%

27.3%

27.3%

9.1%

18.2%

81.8%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道路

鉄道・バス

公園や水辺・緑地

医療・福祉施設

教育・文化施設

スポーツ施設

防災施設

娯楽・遊興施設

その他

特にない（現状のままでよい）

飯山

11得票数/回答者数（N=      )

16.7%

38.9%

44.4%

27.8%

38.9%

22.2%

11.1%

55.6%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道路

鉄道・バス

公園や水辺・緑地

医療・福祉施設

教育・文化施設

スポーツ施設

防災施設

娯楽・遊興施設

その他

特にない（現状のままでよい）

丸亀中部

18得票数/回答者数（N=      )

13.3%

30.0%

30.0%

23.3%

30.0%

26.7%

10.0%

63.3%

6.7%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道路

鉄道・バス

公園や水辺・緑地

医療・福祉施設

教育・文化施設

スポーツ施設

防災施設

娯楽・遊興施設

その他

特にない（現状のままでよい）

周辺市街地

30得票数/回答者数（N=      )

23.5%

35.3%

35.3%

23.5%

23.5%

23.5%

11.8%

52.9%

11.8%

11.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道路

鉄道・バス

公園や水辺・緑地

医療・福祉施設

教育・文化施設

スポーツ施設

防災施設

娯楽・遊興施設

その他

特にない（現状のままでよい）

中心市街地

17得票数/回答者数（N=      )
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 居住地区別では、島しょ部以外の地区で「娯楽・遊興施設」が最も多くなっている。飯山、丸亀市外では、次いで
「鉄道・バス」が多くなっている。綾歌では、次いで「スポーツ施設」が多くなっている。また、飯山ではほかの
地区に比べて「娯楽・遊興施設」と「鉄道・バス」が高い割合となっている。 

アンケート結果 3.まちづくりの方向性 問7 

■将来、充実するとよいと思う施設（商店・スーパーを除く） 
※複数回答：3項目まで 

〈居住地区別〉 
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アンケート結果 3.まちづくりの方向性 問8 

 「歩きたくなるまちづくり」に必要な取り組みは、「道路や歩道、公園をきれいにする」が41.2％と最も多く、次
いで「歩道を広くして歩きやすくする、休憩できるベンチ等を設置する」が39.6％、「ベンチの設置や芝生・植木
など、自由な広場を整備する」が23.5％となっている。 

■「歩きたくなるまちづくり」を進めるために必要だと思う取り組み 

※複数回答：2項目まで 

41.2%

39.6%

23.5%

23.5%

21.9%

11.8%

10.7%

9.1%

7.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

道路や歩道、公園をきれいにする

歩道を広くして歩きやすくする、休憩できるベンチ等を設置する

ベンチの設置や芝生・植木など、自由な広場を整備する

通り沿いに人が集うお店を呼び込む

駅前や公園などで、イベントやマルシェ、キッチンカーでの販売を行う

建物、看板などのデザインや色の統一によりきれいな街並みにする

まちなかまでの公共交通やシェアサイクルなどを充実させる

通り沿いの建物をガラス張りにするなど、開放感のある空間づくりを進める

その他

187得票数/回答者数（N=     )



12.6%

38.8%

39.8%

6.8%

22.3%

25.2%

13.6%

5.8%

26.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

建物、看板などのデザインや色の統一によりきれいな街並みにする

道路や歩道、公園をきれいにする

歩道を広くして歩きやすくする、休憩できるベンチ等を設置する

通り沿いの建物をガラス張りにするなど、開放感のある空間づくりを進める

ベンチの設置や芝生・植木など、自由な広場を整備する

駅前や公園などで、イベントやマルシェ、キッチンカーでの販売を行う

まちなかまでの公共交通やシェアサイクルなどを充実させる

通り沿いに人が集うお店を呼び込む

その他

丸亀市外

103得票数/回答者数（N=      )

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

建物、看板などのデザインや色の統一によりきれいな街並みにする

道路や歩道、公園をきれいにする

歩道を広くして歩きやすくする、休憩できるベンチ等を設置する

通り沿いの建物をガラス張りにするなど、開放感のある空間づくりを進める

ベンチの設置や芝生・植木など、自由な広場を整備する

駅前や公園などで、イベントやマルシェ、キッチンカーでの販売を行う

まちなかまでの公共交通やシェアサイクルなどを充実させる

通り沿いに人が集うお店を呼び込む

その他

島しょ部

1得票数/回答者数（N=      )

0.0%

71.4%

28.6%

0.0%

28.6%

14.3%

0.0%

14.3%

14.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

建物、看板などのデザインや色の統一によりきれいな街並みにする

道路や歩道、公園をきれいにする

歩道を広くして歩きやすくする、休憩できるベンチ等を設置する

通り沿いの建物をガラス張りにするなど、開放感のある空間づくりを進める

ベンチの設置や芝生・植木など、自由な広場を整備する

駅前や公園などで、イベントやマルシェ、キッチンカーでの販売を行う

まちなかまでの公共交通やシェアサイクルなどを充実させる

通り沿いに人が集うお店を呼び込む

その他

綾歌

7得票数/回答者数（N=      )

0.0%

54.5%

36.4%

9.1%

18.2%

9.1%

9.1%

9.1%

27.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

建物、看板などのデザインや色の統一によりきれいな街並みにする

道路や歩道、公園をきれいにする

歩道を広くして歩きやすくする、休憩できるベンチ等を設置する

通り沿いの建物をガラス張りにするなど、開放感のある空間づくりを進める

ベンチの設置や芝生・植木など、自由な広場を整備する

駅前や公園などで、イベントやマルシェ、キッチンカーでの販売を行う

まちなかまでの公共交通やシェアサイクルなどを充実させる

通り沿いに人が集うお店を呼び込む

その他

飯山

11得票数/回答者数（N=      )

11.1%

38.9%

33.3%

5.6%

38.9%

22.2%

16.7%

5.6%

16.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

建物、看板などのデザインや色の統一によりきれいな街並みにする

道路や歩道、公園をきれいにする

歩道を広くして歩きやすくする、休憩できるベンチ等を設置する

通り沿いの建物をガラス張りにするなど、開放感のある空間づくりを進める

ベンチの設置や芝生・植木など、自由な広場を整備する

駅前や公園などで、イベントやマルシェ、キッチンカーでの販売を行う

まちなかまでの公共交通やシェアサイクルなどを充実させる

通り沿いに人が集うお店を呼び込む

その他

丸亀中部

18得票数/回答者数（N=      )

20.0%

50.0%

46.7%

23.3%

16.7%

6.7%

0.0%

10.0%

13.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

建物、看板などのデザインや色の統一によりきれいな街並みにする

道路や歩道、公園をきれいにする

歩道を広くして歩きやすくする、休憩できるベンチ等を設置する

通り沿いの建物をガラス張りにするなど、開放感のある空間づくりを進める

ベンチの設置や芝生・植木など、自由な広場を整備する

駅前や公園などで、イベントやマルシェ、キッチンカーでの販売を行う

まちなかまでの公共交通やシェアサイクルなどを充実させる

通り沿いに人が集うお店を呼び込む

その他

周辺市街地

30得票数/回答者数（N=      )

5.9%

23.5%

35.3%

5.9%

23.5%

41.2%

11.8%

5.9%

35.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

建物、看板などのデザインや色の統一によりきれいな街並みにする

道路や歩道、公園をきれいにする

歩道を広くして歩きやすくする、休憩できるベンチ等を設置する

通り沿いの建物をガラス張りにするなど、開放感のある空間づくりを進める

ベンチの設置や芝生・植木など、自由な広場を整備する

駅前や公園などで、イベントやマルシェ、キッチンカーでの販売を行う

まちなかまでの公共交通やシェアサイクルなどを充実させる

通り沿いに人が集うお店を呼び込む

その他

中心市街地

17得票数/回答者数（N=      )

３.高校生アンケート 31 

 居住地区別では、中心市街地で「駅前や公園などで、イベントやマルシェ、キッチンカーでの販売を行う」が多く
なっている。周辺市街地、飯山、丸亀市外で「道路や歩道、公園をきれいにする」、「歩道を広くして歩きやすく
する、休憩できるベンチ等を設置する」が多くなっている。また綾歌では、「道路や歩道、公園をきれいにする」
が最も多く、7割を超えた高い割合となっている。 

 

 

 

※複数回答：2項目まで 

〈居住地区別〉 

アンケート結果 3.まちづくりの方向性 問8 

■「歩きたくなるまちづくり」を進めるために必要だと思う取り組み 
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 通学手段別では、鉄道、バス、自転車で「道路や歩道、公園をきれいにする」が最も多く、次いで「歩道を広くし
て歩きやすくする、休憩できるベンチ等を設置する」が多くなっている。徒歩、車（家族の送迎）では「歩道を広
くして歩きやすくする、休憩できるベンチ等を設置する」が最も多くなっている。 

 

 

 
※複数回答：2項目まで 

〈通学手段別〉 

アンケート結果 3.まちづくりの方向性 問8 

■「歩きたくなるまちづくり」を進めるために必要だと思う取り組み 

16.5%

44.7%

37.6%

16.5%

22.4%

18.8%

7.1%

10.6%

14.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

建物、看板などのデザインや色の統一によりきれいな街並みにする

道路や歩道、公園をきれいにする

歩道を広くして歩きやすくする、休憩できるベンチ等を設置する

通り沿いの建物をガラス張りにするなど、開放感のある空間づくりを進める

ベンチの設置や芝生・植木など、自由な広場を整備する

駅前や公園などで、イベントやマルシェ、キッチンカーでの販売を行う

まちなかまでの公共交通やシェアサイクルなどを充実させる

通り沿いに人が集うお店を呼び込む

その他

自転車

85得票数/回答者数（N=      )

13.3%

53.3%

46.7%

0.0%

6.7%

20.0%

13.3%

6.7%

33.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

建物、看板などのデザインや色の統一によりきれいな街並みにする

道路や歩道、公園をきれいにする

歩道を広くして歩きやすくする、休憩できるベンチ等を設置する

通り沿いの建物をガラス張りにするなど、開放感のある空間づくりを進める

ベンチの設置や芝生・植木など、自由な広場を整備する

駅前や公園などで、イベントやマルシェ、キッチンカーでの販売を行う

まちなかまでの公共交通やシェアサイクルなどを充実させる

通り沿いに人が集うお店を呼び込む

その他

バス

15得票数/回答者数（N=      )

10.7%

39.3%

37.5%

1.8%

28.6%

21.4%

14.3%

1.8%

33.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

建物、看板などのデザインや色の統一によりきれいな街並みにする

道路や歩道、公園をきれいにする

歩道を広くして歩きやすくする、休憩できるベンチ等を設置する

通り沿いの建物をガラス張りにするなど、開放感のある空間づくりを進める

ベンチの設置や芝生・植木など、自由な広場を整備する

駅前や公園などで、イベントやマルシェ、キッチンカーでの販売を行う

まちなかまでの公共交通やシェアサイクルなどを充実させる

通り沿いに人が集うお店を呼び込む

その他

鉄道

56得票数/回答者数（N=      )

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

建物、看板などのデザインや色の統一によりきれいな街並みにする

道路や歩道、公園をきれいにする

歩道を広くして歩きやすくする、休憩できるベンチ等を設置する

通り沿いの建物をガラス張りにするなど、開放感のある空間づくりを進める

ベンチの設置や芝生・植木など、自由な広場を整備する

駅前や公園などで、イベントやマルシェ、キッチンカーでの販売を行う

まちなかまでの公共交通やシェアサイクルなどを充実させる

通り沿いに人が集うお店を呼び込む

その他

その他

1得票数/回答者数（N=      )

0.0%

33.3%

38.9%

5.6%

22.2%

33.3%

16.7%

11.1%

22.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

建物、看板などのデザインや色の統一によりきれいな街並みにする

道路や歩道、公園をきれいにする

歩道を広くして歩きやすくする、休憩できるベンチ等を設置する

通り沿いの建物をガラス張りにするなど、開放感のある空間づくりを進める

ベンチの設置や芝生・植木など、自由な広場を整備する

駅前や公園などで、イベントやマルシェ、キッチンカーでの販売を行う

まちなかまでの公共交通やシェアサイクルなどを充実させる

通り沿いに人が集うお店を呼び込む

その他

車（家族の送迎）

18得票数/回答者数（N=      )

0.0%

25.0%

50.0%

8.3%

25.0%

33.3%

8.3%

0.0%

33.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

建物、看板などのデザインや色の統一によりきれいな街並みにする

道路や歩道、公園をきれいにする

歩道を広くして歩きやすくする、休憩できるベンチ等を設置する

通り沿いの建物をガラス張りにするなど、開放感のある空間づくりを進める

ベンチの設置や芝生・植木など、自由な広場を整備する

駅前や公園などで、イベントやマルシェ、キッチンカーでの販売を行う

まちなかまでの公共交通やシェアサイクルなどを充実させる

通り沿いに人が集うお店を呼び込む

その他

徒歩

12得票数/回答者数（N=      )



３.高校生アンケート 33 

アンケート結果 3.まちづくりの方向性 問9 

 休日に遊びに出かける場所は、「丸亀市外」が52.9％と最も多く、次いで「丸亀駅周辺以外の丸亀市内」が21.4％、
「遊びに出かけない」が19.3％となっている。 

■休日に遊びに出かける場所 

丸亀駅周辺（駅前通り、通町

商店街、みなと公園など）

6.4%

丸亀駅周辺以

外の丸亀市内

21.4%

丸亀市外

52.9%

遊びに出かけない

19.3%

187N=



5.9%

13.3%

11.1%

9.1%

3.9%

23.5%

40.0%

27.8%

9.1%

28.6%

100.0%

14.6%

41.2%

36.7%

55.6%

63.6%

28.6%

60.2%

29.4%

10.0%

5.6%

18.2%

42.9%

21.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中心市街地(N=17)

周辺市街地(N=30)

丸亀中部(N=18)

飯山(N=11)

綾歌(N=7)

島しょ部(N=1)

丸亀市外(N=103)

丸亀駅周辺（駅前通り、通町商店街、みなと公園など）

丸亀駅周辺以外の丸亀市内

丸亀市外

遊びに出かけない

5.4%

5.9%

25.0%

5.6%

8.9%

20.0%

30.6%

33.3%

5.6%

100.0%

62.5%

60.0%

44.7%

25.0%

77.8%

23.2%

20.0%

18.8%

16.7%

11.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鉄道(N=56)

バス(N=15)

自転車(N=85)

徒歩(N=12)

車（家族の送迎）(N=18)

その他(N=1)

丸亀駅周辺（駅前通り、通町商店街、みなと公園など）

丸亀駅周辺以外の丸亀市内

丸亀市外

遊びに出かけない

３.高校生アンケート 34 

アンケート結果 3.まちづくりの方向性 問9 

 居住地区別では、中心市街地、丸亀中部、飯山、丸亀市外で、休日に遊びに出かける場所は「丸亀市外」が最も多
くなっている。そのうち、飯山、丸亀市外では6割を超える高い割合となっている。周辺市街地では、「丸亀駅周辺
以外の丸亀市内」が最も多くなっている。 

 通学手段別では、鉄道、バス、自転車、車（家族の送迎）で、休日に遊びに出かける場所は「丸亀市外」が最も多
くなっている。そのうち、鉄道、バス、車（家族の送迎）では6割を超える高い割合となっている。徒歩では、「丸
亀駅周辺以外の丸亀市内」が最も多く、3分の1の割合となっている。 

 ■休日に遊びに出かける場所 

〈居住地区別〉 〈通学手段別〉 



３.高校生アンケート 35 

アンケート結果 3.まちづくりの方向性 問10 

 市内のまちなかで楽しく過ごすために必要な取り組みは、「娯楽施設（映画館、カラオケなど）やファーストフー
ド店などの充実」が57.2％と最も多く、次いで「ショッピング施設の充実」が34.2％、「勉強できる場所や空間の
整備」が32.1％となっている。 

■市内のまちなかで楽しく過ごすために必要な取り組み 

※複数回答：2項目まで 

57.2%

34.2%

32.1%

25.1%

12.8%

9.1%

8.0%

8.0%

4.8%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80%

娯楽施設（映画館、カラオケなど）やファーストフード店などの充実

ショッピング施設の充実

勉強できる場所や空間の整備

商店街のにぎわいづくり（イベントの開催や流行のお店の出店など）

バス・電車の交通網の整備

歴史・文化的な街並みの整備

スポーツ施設の充実

公園や広場の充実

歩道・自転車道の整備

その他

187得票数/回答者数（N=     )



26.2%

10.8%

21.5%

49.2%

16.9%

38.5%

13.8%

10.8%

6.2%

0.0%

25.4%

8.5%

42.4%

61.0%

3.4%

28.8%

5.1%

13.6%

3.4%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

商店街のにぎわいづくり（イベントの開催や流行のお店の出店など）

歴史・文化的な街並みの整備

ショッピング施設の充実

娯楽施設（映画館、カラオケなど）やファーストフード店などの充実

スポーツ施設の充実

勉強できる場所や空間の整備

公園や広場の充実

バス・電車の交通網の整備

歩道・自転車道の整備

その他

男性(回答者数 N=65)

女性(回答者数 N=118)

３.高校生アンケート 36 

 性別別では、男女ともに、「娯楽施設（映画館、カラオケなど）やファーストフード店などの充実」が最も多く、
女性のほうが男性より高い割合となっている。男性は、次いで「勉強できる場所や空間の整備」が多く、女性より
高い割合となっている。女性では、次いで「ショッピング施設の充実」が多く、男性の約2倍の割合となっている。 

 

 

 
※複数回答：2項目まで 

〈性別別〉 

アンケート結果 3.まちづくりの方向性 問10 

■市内のまちなかで楽しく過ごすために必要な取り組み 



30.1%

8.7%

32.0%

51.5%

8.7%

33.0%

6.8%

5.8%

13.6%

5.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

商店街のにぎわいづくり（イベントの開催や流行のお店の出店など）

歴史・文化的な街並みの整備

ショッピング施設の充実

娯楽施設（映画館、カラオケなど）やファーストフード店などの充実

スポーツ施設の充実

勉強できる場所や空間の整備

公園や広場の充実

バス・電車の交通網の整備

歩道・自転車道の整備

その他

丸亀市外

103得票数/回答者数（N=      )

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

商店街のにぎわいづくり（イベントの開催や流行のお店の出店など）

歴史・文化的な街並みの整備

ショッピング施設の充実

娯楽施設（映画館、カラオケなど）やファーストフード店などの充実

スポーツ施設の充実

勉強できる場所や空間の整備

公園や広場の充実

バス・電車の交通網の整備

歩道・自転車道の整備

その他

島しょ部

1得票数/回答者数（N=      )

42.9%

0.0%

57.1%

42.9%

28.6%

14.3%

0.0%

0.0%

14.3%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

商店街のにぎわいづくり（イベントの開催や流行のお店の出店など）

歴史・文化的な街並みの整備

ショッピング施設の充実

娯楽施設（映画館、カラオケなど）やファーストフード店などの充実

スポーツ施設の充実

勉強できる場所や空間の整備

公園や広場の充実

バス・電車の交通網の整備

歩道・自転車道の整備

その他

綾歌

7得票数/回答者数（N=      )

9.1%

0.0%

45.5%

81.8%

0.0%

27.3%

9.1%

0.0%

18.2%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

商店街のにぎわいづくり（イベントの開催や流行のお店の出店など）

歴史・文化的な街並みの整備

ショッピング施設の充実

娯楽施設（映画館、カラオケなど）やファーストフード店などの充実

スポーツ施設の充実

勉強できる場所や空間の整備

公園や広場の充実

バス・電車の交通網の整備

歩道・自転車道の整備

その他

飯山

11得票数/回答者数（N=      )

３.高校生アンケート 37 

 居住地区別では、中心市街地、周辺市街地、丸亀中部、飯山、丸亀市外で「娯楽施設（映画館、カラオケなど）や
ファーストフード店などの充実」が最も多くなっている。綾歌では「ショッピング施設の充実」が最も多くなって
いる。また、中心市街地、周辺市街地では「勉強できる場所や空間の整備」が次いで多くなっている。 

 

 

 
※複数回答：2項目まで 

〈居住地区別〉 

アンケート結果 3.まちづくりの方向性 問10 

■市内のまちなかで楽しく過ごすために必要な取り組み 

22.2%

5.6%

44.4%

66.7%

11.1%

27.8%

11.1%

0.0%

11.1%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

商店街のにぎわいづくり（イベントの開催や流行のお店の出店など）

歴史・文化的な街並みの整備

ショッピング施設の充実

娯楽施設（映画館、カラオケなど）やファーストフード店などの充実

スポーツ施設の充実

勉強できる場所や空間の整備

公園や広場の充実

バス・電車の交通網の整備

歩道・自転車道の整備

その他

丸亀中部

18得票数/回答者数（N=      )

13.3%

23.3%

30.0%

56.7%

6.7%

33.3%

10.0%

6.7%

13.3%

6.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

商店街のにぎわいづくり（イベントの開催や流行のお店の出店など）

歴史・文化的な街並みの整備

ショッピング施設の充実

娯楽施設（映画館、カラオケなど）やファーストフード店などの充実

スポーツ施設の充実

勉強できる場所や空間の整備

公園や広場の充実

バス・電車の交通網の整備

歩道・自転車道の整備

その他

周辺市街地

30得票数/回答者数（N=      )

23.5%

0.0%

29.4%

70.6%

0.0%

35.3%

11.8%

5.9%

5.9%

5.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

商店街のにぎわいづくり（イベントの開催や流行のお店の出店など）

歴史・文化的な街並みの整備

ショッピング施設の充実

娯楽施設（映画館、カラオケなど）やファーストフード店などの充実

スポーツ施設の充実

勉強できる場所や空間の整備

公園や広場の充実

バス・電車の交通網の整備

歩道・自転車道の整備

その他

中心市街地

17得票数/回答者数（N=      )
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 通学手段別では、鉄道、バス、自転車、徒歩、車（家族の送迎）で「娯楽施設（映画館、カラオケなど）やファー
ストフード店などの充実」が最も多くなっている。そのうち、自転車、徒歩、車（家族の送迎）では、6割を超える
高い割合となっている。 

 

 

 
※複数回答：2項目まで 

〈通学手段別〉 

アンケート結果 3.まちづくりの方向性 問10 

■市内のまちなかで楽しく過ごすために必要な取り組み 

22.4%

11.8%

27.1%

63.5%

11.8%

29.4%

7.1%

7.1%

10.6%

7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

商店街のにぎわいづくり（イベントの開催や流行のお店の出店など）

歴史・文化的な街並みの整備

ショッピング施設の充実

娯楽施設（映画館、カラオケなど）やファーストフード店などの充実

スポーツ施設の充実

勉強できる場所や空間の整備

公園や広場の充実

バス・電車の交通網の整備

歩道・自転車道の整備

その他

自転車

85得票数/回答者数（N=      )

20.0%

0.0%

33.3%

53.3%

6.7%

40.0%

6.7%

6.7%

20.0%

6.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

商店街のにぎわいづくり（イベントの開催や流行のお店の出店など）

歴史・文化的な街並みの整備

ショッピング施設の充実

娯楽施設（映画館、カラオケなど）やファーストフード店などの充実

スポーツ施設の充実

勉強できる場所や空間の整備

公園や広場の充実

バス・電車の交通網の整備

歩道・自転車道の整備

その他

バス

15得票数/回答者数（N=      )

32.1%

12.5%

41.1%

42.9%

3.6%

33.9%

8.9%

1.8%

16.1%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

商店街のにぎわいづくり（イベントの開催や流行のお店の出店など）

歴史・文化的な街並みの整備

ショッピング施設の充実

娯楽施設（映画館、カラオケなど）やファーストフード店などの充実

スポーツ施設の充実

勉強できる場所や空間の整備

公園や広場の充実

バス・電車の交通網の整備

歩道・自転車道の整備

その他

鉄道

56得票数/回答者数（N=      )

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

商店街のにぎわいづくり（イベントの開催や流行のお店の出店など）

歴史・文化的な街並みの整備

ショッピング施設の充実

娯楽施設（映画館、カラオケなど）やファーストフード店などの充実

スポーツ施設の充実

勉強できる場所や空間の整備

公園や広場の充実

バス・電車の交通網の整備

歩道・自転車道の整備

その他

その他

1得票数/回答者数（N=      )

22.2%

0.0%

55.6%

66.7%

5.6%

27.8%

5.6%

0.0%

11.1%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

商店街のにぎわいづくり（イベントの開催や流行のお店の出店など）

歴史・文化的な街並みの整備

ショッピング施設の充実

娯楽施設（映画館、カラオケなど）やファーストフード店などの充実

スポーツ施設の充実

勉強できる場所や空間の整備

公園や広場の充実

バス・電車の交通網の整備

歩道・自転車道の整備

その他

車（家族の送迎）

18得票数/回答者数（N=      )

25.0%

0.0%

25.0%

66.7%

8.3%

33.3%

16.7%

8.3%

8.3%

8.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

商店街のにぎわいづくり（イベントの開催や流行のお店の出店など）

歴史・文化的な街並みの整備

ショッピング施設の充実

娯楽施設（映画館、カラオケなど）やファーストフード店などの充実

スポーツ施設の充実

勉強できる場所や空間の整備

公園や広場の充実

バス・電車の交通網の整備

歩道・自転車道の整備

その他

徒歩

12得票数/回答者数（N=      )



参加したい

と思う

48.7%

参加したいと

は思わない

51.3%

187N=

35.3%

56.7%

72.2%

54.5%

71.4%

100.0%

41.7%

64.7%

43.3%

27.8%

45.5%

28.6%

58.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中心市街地(N=17)

周辺市街地(N=30)

丸亀中部(N=18)

飯山(N=11)

綾歌(N=7)

島しょ部(N=1)

丸亀市外(N=103)

参加したいと思う 参加したいとは思わない
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アンケート結果 4.まちづくりへの参加 問11 

 市民によるまちづくりの参加意向は、「参加したいと思わない」が51.3％と半分を少し超える割合となっている。 

 居住地区別では、周辺市街地、丸亀中部、飯山、綾歌で「参加したいと思う」が半分以上の割合となっている。そ
のうち、丸亀中部、綾歌では7割を超える高い割合となっている。 

■市民によるまちづくりへの参加意向 

〈居住地区別〉 
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アンケート結果 4.まちづくりへの参加 問12（参考） 

■まちづくりについての意見やアイディア(自由記述） 

【AIテキストマイニングによる解析（UserLocal）】 

[ワードクラウド]（回答者数： 30人） 

※単語を複数選び出し、出現頻度に応じた大きさで図示している。 
※青色が名詞、赤色が動詞、緑色が形容詞を表している。 
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■まちづくりについての意見やアイディア(自由記述） 

【AIテキストマイニングによる解析（UserLocal）】 

[共起キーワード] （回答者数：30人） 

※文章中に出現する単語の出現パターンが似たものを線で結んだ図を表している。 
※共起（一文の中に単語のセットが同時に出現する）の程度は、強い方から順に 太い実線 > 細い実線 > 破線 で描画されている。 

アンケート結果 4.まちづくりへの参加 問12（参考） 
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■まちづくりについての意見やアイディア(自由記述） 

【AIテキストマイニングによる解析（UserLocal）】 

[ワードクラウド] （回答者数：男性10人、女性17人） 

※単語を複数選び出し、出現頻度に応じた大きさで図示している。 
※青色が名詞、赤色が動詞、緑色が形容詞を表している。 

〈性別別〉 

男性 女性 

アンケート結果 4.まちづくりへの参加 問12（参考） 
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[共起キーワード] （回答者数：男性10人、女性17人） 

〈性別別〉 

※文章中に出現する単語の出現パターンが似たものを線で結んだ図を表している。 
※共起（一文の中に単語のセットが同時に出現する）の程度は、強い方から順に 太い実線 > 細い実線 > 破線 で描画されている。 

■まちづくりについての意見やアイディア(自由記述） 

【AIテキストマイニングによる解析（UserLocal）】 

男性 女性 

アンケート結果 4.まちづくりへの参加 問12（参考） 
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[特徴語マップ] （回答者数：男性10人、女性17人） 

〈性別による傾向〉 

※それぞれの単語がどちらの文書により多く出現するか、またその単語が文書においてどれだけ特徴的であるかを2次元にマッピングしている。 

■まちづくりについての意見やアイディア(自由記述） 

【AIテキストマイニングによる解析（UserLocal）】 

アンケート結果 4.まちづくりへの参加 問12（参考） 
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[ネガポジマップ] （回答者数：男性10人、女性17人） 

〈性別による傾向〉 

※それぞれの単語がどちらの文書により多く出現するか、またその単語の意味がどれだけポジティブ・ネガティブであるかを2次元にマッピングしている。 

■まちづくりについての意見やアイディア(自由記述） 

【AIテキストマイニングによる解析（UserLocal）】 

アンケート結果 4.まちづくりへの参加 問12（参考） 



（１）計画準備

（２）上位関連計画等の整理

（３）現況分析 災害リスク分析

（４）市民アンケート調査の実施

（５）全体構想案の作成

①都市の将来像・まちづくりの目標設定

②全体構想の作成

（６）地域別構想の策定

（７）市民向け説明会の開催

（８）実現化方策の検討

（９）計画書（素案）の取りまとめ

（10）パブリックコメントの支援

（11）計画書の取りまとめ

（12）各種会議等の運営支援
　　　➊庁内会議　①都市計画審議会

➊ ① ➋ ② ➌ ③ ➍ ④ ➎. ⑤ ⑥

令和8年度

410 11

令和7年度

12 1 2 3
検　討　項　目

6 7 8 9 5 2 38 9 10 11 12 16 7

４.今後の予定 46 ※スケジュールは計画策定の進捗状況等により変更になる場合があります。 

検討の進め方 

庁内会議① 庁内会議② 

都市計画審議会① 

庁内会議③ 庁内会議④ 

都市計画審議会③ 都市計画審議会④ 都市計画審議会⑥ 

TODAY 

庁内会議④ 

都市計画審議会⑤ 

都市計画審議会② 
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回数 

実施時期 

内容 
庁内会議 

都市計画 

審議会 

第１回 

令和７年 

７月３１日
（木） 

令和７年 

８月２１日
（木） 

都市計画マスタープラン（立地適正化計画）の改定の趣旨 

上位関連計画の整理 

現況分析 

アンケート実施方針の確認 

現行計画の検証の依頼（庁内会議のみ議題とする） 

スケジュールの共有 

第２回 

令和７年 

11月14日
（金）～26

（水） 

令和７年 

１２月１７日
（水） 

現行計画の検証結果の報告 

アンケート結果の報告 

第３回 
令和８年 

５月頃 

令和８年 

６月頃 

災害リスク分析に関するデータの整理 

地区ごとの防災上の課題の整理、計画見直し方針の確認 

第４回 
令和８年 

８月頃 

令和８年 

９月頃 

全体構造、分野別構想、地域別構想、立地適正化計画の内容報
告 

第５回 
令和８年 

１１月頃 

令和８年 

１２月頃 
計画（素案）の報告 

第６回 - 
令和９年 

３月頃 
計画（案）の承認 

庁内会議及び都市計画審議会の議題（案） 


